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第29回藤沢市高齢者福祉大会が開催されました｡ 
～2021.07.08(東部版)～ 

(取材:ゆめクラブ藤沢･情報通信部会員) 

コロナ禍の影響によ

り､昨年は中止となっ

ていた福祉大会が､7

月8日(木)午後1時か

ら、市民会館大ホールで開催されました｡ 
 

当日は､梅雨時らしく､今にも雨が降り出しそうな空模様にもかかわらず､12時の開場前には開館を待つ

方々が集まり始めました｡ 

山田市老連会長や小林市老連事務局長を中心

とする50名近いスタッフは､午前10時ころから集合｡

コロナ情勢に合わせ､手指の消毒や検温､受付の配

置､消毒用ウェットティシュやプログラムの袋詰め等

を分担し､来場者を待ちます｡ 

例年の参加者は800名程度ですが､今回は参加者を絞り込み､約400名となり､東部

地区からは31名が参加しました｡ 
 

定刻の午後1時に､第1部の式典が開始｡熊澤大会副実行委員長(市老連副会長)

の開会の言葉､山田大会実行委員長の挨拶､市民憲章朗読････等の後､主催者を代

表して鈴木市長が｢コロナ禍を乗り越え､安全安心な

藤沢市を築いていきたい｡今日1日楽しんで明日からの元気に繋げていた

だきたい｡｣と挨拶｡続いて､鈴木市長からの感謝状が前市老連会長の田場

川さん(代理者)に授与されました｡ 

また､山田会長からの表彰状と感謝状は24名の方々に授与され､東部地

区からは､谷口､端山､三堀､鈴木各会長が5年表彰､太田さんが功労賞を頂きました｡ 

(3ページに受賞者一覧掲載) 

 

 

 

 

 

鈴木市長挨拶 

山田会長挨拶 

開始前のｽﾀｯﾌ打合 
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次に､来賓5名の方々を代表して､藤沢市議会議長佐賀様からご

祝辞を頂き､衆議院議員星野様からのお祝いのメッセージが披露

されました 
 

大野大会副実行委員長(市老連副会長)の第1部終了の挨拶の

後､藤沢市高齢者支援課の田口様から健康手帳の有効活用や転

倒防止のお話があり､休憩を挟んで午後2時からは第2部の講演

会です｡ 
 

講演会は､｢1日8,000歩・早歩き20分で長寿遺伝子のスイッチオ

ン｣と題して､東京都健康

長寿医療センター研究所の青栁幸利先生からの20年間の分析結

果に基づく健康寿命のお話です｡社会参加や日頃の節制､運動の

継続の大切さを分かり

やすく説明されました｡ 
 

午後3時20分からは第3部｢市老連創立60周年記念芸能公

演｣で､本来なら創立60周年となる昨年に予定していたものが､

今年やっと実現したものです｡ 

地元､茅ヶ崎市出身の演歌歌手・小桜舞子さんによる歌には､

湘南八寿花会

の方々の踊りも加わり､華やかな舞台となりました｡ 
 

その後の｢お楽しみ抽選会｣は､運

よく当たった方と､期待が外れて当

たらなかった方との悲喜こもごもの中で終了し､東田副会長による｢来年もコロナに

負けず集まっていただきたい｡｣との大会終了の謝辞で今年の福祉大会は､すべて

無事に終了となりました｡ 
 

当初は､開催が危ぶまれていた中で､様々な知恵と工夫と努力で

ここまで漕ぎつけられたスタッフ他関係者の方々のご苦労に対し､

改めて感謝

しつつ､雨の

中､5時のチ

ャイムとほぼ同時に市民会館を

後にしました｡(この大会の模様は､後日､You Tube

にアップされることとなっております｡) 
東部地区からの参加者 

第 2部の講演会 

閉会の言葉 
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